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卒業生インタビュー

大阪ガス財務部  江坂 保幸さん
（2007年工学研究科、2008年経済学研究科修士）

NHK放送局ディレクター  小堂 光梨さん
（2020年文学部卒業）

在学生も元気です！

将棋部・弓道部・男子バスケ部・軽音楽部「SWING」

阪大ニュースフラッシュ／同窓会ニュース
25年万博推進委が活動／欧州同窓会・北米同窓会を開催 等

世界中どこからでもつながっています！

「大阪大学ホームカミングデイ2021
 ～大阪大学の集い＠オンライン～」

プチコラム

学生生活の楽しみの一つ、まちかね祭を振り返る
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在学生も元気です！
卒業生向けメールマガジン「OUMail News」に掲載の在学生も元気です！記事を抜粋しました。

卒業生インタビュー
卒業生向けメールマガジン「OUMail News」に掲載の卒業生インタビュー記事を抜粋しました。

記事の詳細
ぜひご覧ください

記事の詳細
ぜひご覧ください

工
学
、
経
済
学
研
究
科
双
方
の

修
士
課
程
を
修
め
、
ア
カ
ペ
ラ
の

サ
ー
ク
ル
活
動
で
も
音
楽
は
も
と

よ
り
話
術
も
磨
い
た
江
坂
保
幸

＝
写
真
左
＝
さ
ん
は
、
大
阪
ガ
ス
株

式
会
社
に
お
い
て
社
内
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
可
否
に
厳
し
い
目
を
光
ら

せ
る
業
務
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
の
修
士
号
を
修
め
な
が
ら

「
大
学
で
は
ほ
ぼ
ア
カ
ペ
ラ
し
か
し

て
い
な
か
っ
た
で
す
」と
謙
遜
。ア

カ
ペ
ラ
サ
ー
ク
ル
「inspiritual 

voices

」
で
当
初
、「
う
ま
く
ハ
モ

れ
て
い
な
い
の
は
、他
の
メ
ン
バ
ー

の
せ
い
」
と
思
い
込
ん
で
い
た
ら
、

先
輩
か
ら
「
江
坂
の
音
程
が
低
く

ず
れ
て
い
る
か
ら
」
と
指
摘
さ
れ
、

大
い
に
落
ち
込
ん
だ
こ
と
も
。
で

も
後
に
は
、「
関
西
ア
カ
ペ
ラ
ジ
ャ

ン
ボ
リ
ー
」
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の

ト
リ
を
務
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

「
下
手
な
り
に
Ｍ
Ｃ（
曲
と
曲
の
間

の
ト
ー
ク
）
を
務
め
て
い
る
う
ち

に
、
３
年
生
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
で

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
局
に
20
年
入
局
し

た
小
堂
光
梨
さ
ん
は
、
初
め
て
の

地
の
名
古
屋
放
送
局
で
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
と
し
て
、
幅
広
い
番
組
制
作

に
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
学
生
時

代
に
専
攻
し
た
日
本
学
研
究
と
、

応
援
団
で
の
活
動
が
、「
財
産
と

な
っ
て
い
る
」
と
言
い
ま
す
。

教
授
の
指
導
の
も
と
「
家
族
」

の
切
り
口
と
し
て
「
里
親
制
度
」

を
選
び
ま
し
た
。
血
の
つ
な
が
り

に
こ
だ
わ
っ
て
い
た
小
堂
さ
ん
に
、

あ
る
里
親
が
「
そ
の
こ
と
が
重
要

で
す
か
？
」
と
切
り
返
し
て
き
ま

し
た
。
も
っ
と
深
い
背
景
か
ら
親

と
子
の
関
係
、
問
題
を
見
つ
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
す
。

応
援
団
は
リ
ー
ダ
ー
部
、
吹
奏

部
、チ
ア
リ
ー
ダ
ー
部
で
構
成
。吹

奏
部
を
兼
任
し
て
い
た
当
時
は
、

吹
奏
演
奏
し
た
あ
と
、パ
ン
ツ
ス
ー

ツ
姿
で
エ
ー
ル
を
切
る
掛
け
持
ち

も
こ
な
し
、
団
長
に
も
就
任
し
ま

し
た
。
部
室
に
届
い
た
「
熱
い
応

『
あ
っ
、
こ
れ
だ
』
と
殻
を
破
れ
た

と
感
じ
ま
し
た
」

大
阪
ガ
ス
で
現
在
は
、
財
務
部

投
資
評
価
室
副
課
長
と
し
て
、
ガ

ス
田
の
権
益
取
得
や
発
電
所
開
発

な
ど
の
投
資
案
件
に
対
し
て
、
第

三
者
的
立
ち
位
置
か
ら
評
価
す
る

役
目
を
担
っ
て
い
ま
す
。
あ
る
意

味
で
、
い
や
が
ら
れ
る
役
柄
と
な

り
ま
す
が
「
躊
躇
せ
ず
物
を
言
い

ま
す
。
そ
れ
が
会
社
や
社
会
の
た

め
に
な
る
な
ら
、
ひ
る
ん
で
は
い

け
ま
せ
ん
」
と
、
優
し
い
口
調
で

語
り
ま
す
。

援
に
心
を
打
た
れ
、
筆
を
と
り
ま

し
た
」
と
の
は
が
き
に
、
大
き
な

勇
気
を
も
ら
え
ま
し
た
。

さ
て
今
は
、
５
分
間
の
リ
ポ
ー

ト
に
１
〜
２
か
月
も
費
や
し
な
が

ら
、
密
度
の
濃
い
番
組
作
り
に
追

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
介

護
現
場
、
病
院
内
ラ
ジ
オ
、
在
日

ミ
ャ
ン
マ
ー
人
グ
ル
ー
プ
な
ど
を

取
材
・
報
道
し
て
き
ま
し
た
。
将

来
、
学
生
時
代
か
ら
こ
だ
わ
っ
て

い
た
「
家
族
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制
作
し
た

い
夢
を
持
っ
て
い
ま
す
。

小こ
ど
う堂　

光ひ
か
り梨

さ
ん
=
2
0
2
0
年
3
月
文
学
部
卒
業

江
坂　

保
幸
さ
ん
=
2
0
0
7
年
工
学
修
士
、2
0
0
8
年
経
営
学
修
士

応
援
団
長
も
務
め
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

技
術
、
経
済
双
方
か
ら
学
び
、ア
カ
ペ
ラ
も

が
多
い
一
方
で
、
大
学
に
来
て
初

め
て
楽
器
を
手
に
す
る
学
生
も
結

構
い
る
そ
う
で
す
。

週
１
回
は
パ
ー
ト
ご
と
、
そ
し

て
週
２
回
は
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
に
よ

る
合
奏
練
習
。
感
染
防
止
策
と
し

て
、
休
憩
時
間
に
大
扇
風
機
も
使

い
、
十
分
な
換
気
作
業
を
行
い
ま

す
。
代
表
の
ほ
か
、
コ
ン
サ
ー
ト

マ
ス
タ
ー
、バ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
、準

備
を
担
う
内
務
な
ど
が
一
体
と

な
っ
て
「
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
奏
で

ま
す
。

指
や
捻
挫
は
け
が
の
う
ち
に
も
入

り
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
に
耐
え
ら

れ
る
の
は
、
バ
ス
ケ
の
魅
力
に
魅

せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

チ
ー
ム
プ
レ
イ
色
が
強
く
、
ポ

ジ
シ
ョ
ン
も
明
確
に
分
か
れ
て
い

な
い
の
で
、
他
競
技
以
上
に
助
け

合
い
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
シ
ュ
ー
ト
を
決
め

る
達
成
感
は
最
高
で
す
。
複
雑
な

プ
レ
イ
が
絡
み
合
い
、
個
性
を
複

合
で
き
ま
す
。
庶
務
を
支
え
る
マ

ネ
ジ
ャ
ー
も
不
可
欠
な
存
在
で
す
。

豊
中
キ
ャ
ン
パ
ス
学
生
会
館
の
坂

を
上
が
っ
た
歴
史
あ
る「
知
静
堂
」

に
続
き
、
吹
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体

育
館
南
側
に
も
83
年
、
新
し
い
弓

道
場
「
志
在
館
」
が
完
成
し
、
部

員
は
平
日
の
授
業
や
研
究
の
合
間

ほ
ぼ
毎
日
、
ど
ち
ら
か
の
道
場
で

自
主
練
に
励
み
ま
す
。

大
学
で
弓
道
を
始
め
る
初
心
者

が
多
い
で
す
が
、
努
力
さ
え
重
ね

れ
ば
必
ず
上
達
で
き
、
２
級
、
１

級
、
そ
し
て
１
年
生
で
初
段
を
取

る
部
員
も
い
ま
す
。

ま
す
。
一
方
、「
初
心
者
歓
迎
」
で

ア
マ
５
〜
６
段
く
ら
い
ま
で
の
幅

広
い
層
が
集
ま
り
、
こ
の
数
年
は

女
性
部
員
も
増
え
て
い
ま
す
。

練
習
は
授
業
の
空
き
コ
マ
や
放

課
後
。
部
室
で
自
由
に
指
す
ほ
か
、

Ａ
〜
Ｄ
級
の
４
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、

プ
ロ
の
順
位
戦
の
よ
う
な
形
式
で

対
局
し
ま
す
。

先
輩
に
も
恵
ま
れ
ま
す
。
プ
ロ

棋
士
・
糸
谷
哲
郎
八
段
は
、
大
学

院
文
学
研
究
科
在
籍
時
に
竜
王
位

を
奪
取
し
て
い
ま
す
。
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１
〜
２
年
生
が
主
体
と
な
っ
て

軽
快
な
音
楽
を
響
き
渡
ら
せ
る
軽

音
楽
部「
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
」。
コ
ロ
ナ

禍
で
も
念
入
り
な
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
な
が
ら
、
合
奏
練
習
も
こ

な
し
て
き
ま
し
た
。
中
学
・
高
校

か
ら
吹
奏
楽
部
で
な
ら
し
た
部
員

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、

土
日
も
含
め
て
厳
し
い
練
習
を
こ

な
し
ま
す
。
月
曜
、
木
曜
以
外
は

み
っ
ち
り
１
日
３
時
間
。
さ
ら
に
、

個
人
で
シ
ュ
ー
ト
練
習
す
る
部
員

も
多
数
い
ま
す
。
始
終
ぶ
つ
か
り

合
う
激
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
、
つ
き

凛
々
し
い
道
着
姿
で
的
に
向
か

う
弓
道
は
、「
最
も
礼
を
重
ん
じ
る

武
道
」「
最
も
美
し
く
静
か
な
武

道
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
大

阪
大
学
の
弓
道
部
は
、
１
９
３
５

年
に
完
成
し
た
旧
制
浪
速
高
等
学

校
弓
道
場
に
ル
ー
ツ
を
持
ち
ま
す
。

関
西
地
区
か
ら
全
国
大
会
へ
の

出
場
枠
「
２
」
の
熾
烈
な
激
戦
を

毎
年
闘
っ
て
い
る
将
棋
部
は
、
個

人
の
技
術
力
ア
ッ
プ
と
と
も
に
、ラ

イ
バ
ル
大
学
に
対
す
る
「
情
報
収

集
・
分
析
」に
も
力
を
入
れ
て
、地

区
大
会
か
ら
総
合
力
で
盤
に
対
し

弓道部
美しく静かな武道

将棋部
棋力向上と情報収集

男子バスケ部
厳しくも魅力いっぱい

軽音楽部『ＳＷＩＮＧ』
壮大なハーモニー

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/alumni/support/oumail_news/alumni_interview
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/alumni/support/oumail_news/circle-club
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ラ
ム
を
進
め
て
い
て
、
そ
の
う
ち
の
「
共
創
パ
ー

ト
ナ
ー
」
に
は
、
本
学
か
ら
「
大
阪
大
学
」「
産
業

科
学
研
究
所
」「
社
会
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
（
S
S
I
）
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
こ
の

３
者
が
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
、
学
内
の
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
シ
ー
ズ
な
ど
を
「
共
創
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

と
し
て
支
援
し
て
い
ま
す
。

大
阪
湾
に
埋
め
立
て
中
の
夢
洲
が
会
場
と
な
り

ま
す
が
、
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
も
舞
台
と
な
っ
て
、

開
幕
前
か
ら
広
く
展
開
で
き
る
「
阪
大
万
博
」（
仮

称
）
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

世
界
に
誇
れ
る
数
々
の
研
究
に
は
、
注
目
が
集

ま
る
一
方
、
時
代
を
担
う
学
生
た
ち
が
積
極
的
に

万
博
の
主
役
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
活
動
に
は
、協

会
か
ら
も
「
他
大
学
を
巻
き
込
ん
だ
中
核
と
な
っ

て
ほ
し
い
」
と
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
生
活
動
支
援
に
未
来
基
金

そ
の
阪
大
生
の
団
体
「a-tune

」
は
、
万
博
会

場
で
世
界
中
の
学
生
と
音
楽
の
国
際
交
流
イ
ベ
ン

ト
「e-Sym

phony

」
実
現
を
め
ざ
し
活
動
し
て

い
ま
す
。
本
番
で
は
世
界

100
か
国
の
学
生
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
集
う
こ
と
を
目
指
し
、
S
D
G
s
に
も

貢
献
し
ま
す
。

ま
た
、
本
学
で
は
万
博
に
向
け
て
「
次
代
を
担

う
若
者
や
学
生
の
参
画
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ

に
掲
げ
て
活
動
。
そ
の
た
め
に
設
立
し
た
未
来
基

金
に
、
O
B
/
O
G
の
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

挨
拶
で
「
世
界
の
研
究
者
、
学
生
、
地
域
住
民
の

交
流
の
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
述
べ
た
の
ち
、各

ブ
ー
ス
を
巡
っ
て
、
民
族
衣
装
な
ど
を
身
に
着
け

た
り
、
学
生
運
営
事
務
局
を
ね
ぎ
ら
っ
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
箕
面
、
吹

田
、
豊
中
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
が
全
学
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
も
感
銘
を
受
け
て
い

ま
し
た
。

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
テ
ー
マ
は
「
世
界
旅
行
」、

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
「
よ
う
こ
そ
、
箕
面
船
場

国
際
空
港
へ
」。
箕
面
キ
ャ
ン
パ
ス
が
、
世
界
と
つ

な
が
る
玄
関
口
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
た
。学

生
運
営
事
務
局
の
大
谷
真
寛
事
務
局
長
は
「
大
学

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
『
世
界
』
が
あ
り
ま
す
。
地
域

に
も
さ
ま
ざ
ま
な
『
世
界
』
が
あ
り
ま
す
。
国
際

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
皆
様
に
と
っ
て
、
様
々
な
価

値
観
を
知
る
き
っ
か
け
『
世
界
旅
行
』
と
な
り
ま

す
よ
う
に
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

本
学
で
25
年
万
博
推
進
委
が
活
動

パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
に
研
究
成
果

箕
面
新
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校
を
記
念

「
国
際
フ
ェ
ス
」
地
元
市
民
も
盛
況

日
本
財
団
と
の
連
携
に
よ
る

感
染
症
対
策
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

２
０
２
２
年
４
月
１
日
に

大
学
院
人
文
学
研
究
科
を
新
設
！

２
０
２
５
年
オ
ー
プ
ン
予
定
！

大
阪
大
学
医
学
部
附
属
病
院
再
開
発

大
阪
大
学
は
、
文
学
研
究
科
と
言
語
文
化
研
究

科
を
統
合
し
、
5
つ
の
専
攻
（
人
文
学
、
言
語
文

化
学
、
外
国
学
、
日
本
学
、
芸
術
学
）
か
ら
成
る

「
人
文
学
研
究
科
」
を
新
設
し
ま
す
。
各
専
攻
の
特

色
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、
専
攻
を
超
え
て
人

文
学
の
研
究
、
教
育
を
十
分
に
活
性
化
さ
せ
る
た

め
、
新
た
に
「
人
文
学
林
」
を
立
ち
上
げ
ま
す
。
思

想
・
歴
史
・
文
学
・
言
語
文
化
・
社
会
・
芸
術
な

ど
多
領
域
に
わ
た
り
横
断
的
な
学
び
の
場
を
提
供

し
、
国
際
的
な
相
互
理
解
を
推
進
す
る
研
究
者
・

高
度
専
門
職
業
人
を
育
成
し
ま
す
。

医
学
部
附
属
病
院
で
は
、
日
本
の
医
療
・
医
学

発
展
の
拠
点
病
院
と
し
て
高
度
先
進
医
療
を
提
供

し
、
将
来
の
医
療
環
境
の
変
化
に
も
柔
軟
に
対
応

で
き
る
病
院
を
目
指
し
て
再
開
発
計
画
を
進
め
て

い
ま
す
。「Futurability 

待
ち
遠
し
く
な
る
未
来

へ
。」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
垣
根
を
超
え
た
横
断
化

医
療
、
徹
底
し
た
個
別
化
・
専
門
化
医
療
の
も
と
、

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
高
度
医
療
の
推
進
や
ア
カ
デ

ミ
ア
の
結
集
と
産
学
共
創
に
よ
る
橋
渡
し
研
究
、

臨
床
研
究
の
世
界
的
拠
点
化
を
推
進
し
ま
す
。

大
阪
大
学
は
「
2
0
2
5
年
大
阪
・
関
西
国
際

博
覧
会
」
に
向
け
て
、
西
尾
章
治
郎
総
長
を
委
員

長
と
す
る
「
2
0
2
5
日
本
国
際
博
覧
会
推
進
委

員
会
」
を
設
置
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。「
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ
ザ
イ

ン
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
る
2
0
2
5
年

に
、大
学
と
し
て
多
角
的
に
か
か
わ
れ
る
よ
う
、委

員
会
の
も
と
に
「
い
の
ち
部
会
」「
先
端
技
術
体
験

部
会
」「
学
生
部
会
」「
国
際
部
会
」を
設
置
し
、
学

内
の
研
究
成
果
や
活
動
内
容
な
ど
を
パ
ビ
リ
オ
ン
、

催
事
な
ど
で
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
、2
0
2
5

年
日
本
国
際
博
覧
会
協
会
は
も
と

よ
り
、
自
治
体
、
経
済
団
体
、
企

業
、
他
大
学
な
ど
と
連
携
、
交
流
、

情
報
交
換
を
進
め
て
い
ま
す
。

本
学
の
基
本
方
針
と
し
て
、
ビ
ジ
ョ
ン
「C

on-
tribution to A

ll Lives beyond 2025

」
を
掲

げ
、
①
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
達

成
へ
の
貢
献
②
教
育
・
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展

③
本
学
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
後
の
博
覧
会
協
会
公
認
の
ソ
フ
ト

レ
ガ
シ
ー
と
な
れ
る
よ
う
な
「
い
の
ち
宣
言
・
い

の
ち
会
議
」
を
、
本
学
が
中
心
と
な
っ
て
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

博
覧
会
協
会
は
、「TEA

M
 EXPO

」
プ
ロ
グ

2
0
2
1
年
４
月
の
箕
面
新
キ
ャ
ン
パ
ス
開
校

と
箕
面
船
場
の
新
し
い
ま
ち
び
ら
き
を
記
念
し
て
、

「
箕
面
国
際
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
同
年
10
月
2
、

3
日
に
開
催
さ
れ
、
学
生
は
も
と
よ
り
、
多
く
の

地
元
市
民
の
方
々
な
ど
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ク
ル
な
ど
が
、
屋
内

外
の
ブ
ー
ス
で
日
ご
ろ
の
活
動
や
学
習
・
練
習
成

果
を
披
露
。「
民
族
衣
装
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」、
海
外

旅
行
気
分
を
味
わ
う
「
は
じ
め
て
の
お
つ
か
い
」、

「
世
界
の
写
真
展
」、「
リ
レ
ー
講
義
」、「
世
界
の
食

べ
物
・
飲
み
物
コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン

ト
、
催
し
が
展
開
さ
れ
、
盆
踊
り
も
盛
況
で
し
た
。

初
日
に
３
階
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の

応
援
団
が
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
へ

の
エ
ー
ル
を

送
っ
て
、
演
舞

を
披
露
。
ア
フ

リ
カ
ン
ダ
ン
ス

や
フ
ラ
メ
ン
コ

な
ど
も
舞
台
を

彩
り
ま
し
た
。

西
尾
章
治
郎

総
長
も
、
開
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
日
本
が
抱

え
る
様
々
な
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。
大

阪
大
学
は
こ
れ
ら
を
教
訓
に
、
次
な
る
感
染
症
の

流
行
に
備
え
る
た
め
、「
感
染
症
総
合
教
育
研
究
拠

点
」（C

iD
ER

）
を
2
0
2
1
年
4
月
に
設
置
し

ま
し
た
。

本
拠
点
は
、
日
本
財
団
と
の
「
感
染
症
対
策
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
、
①
科
学
的
エ
ビ
デ
ン
ス

に
基
づ
く
総
合
的
な
情
報
発
信
、
②
予
防
、
診
断
、

治
療
法
等
の
総
合
的
な
研
究
、
③
医
療
従
事
者
へ

の
最
新
技
術
・
知
識
の
教
育
訓
練
、
感
染
症
対
策

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

感
染
症
研
究
を
進
め
る
「
場
」
と
し
て
の
研
究
棟

を
、
世
界
的
建
築
家
・
安
藤
忠
雄
氏
に
よ
る
コ
ン

セ
プ
ト
デ
ザ
イ
ン
を
も
と
に
建
設
す
る
予
定
で
す
。

詳細はこちら

民族衣装を着て学生と記念撮影した西尾総長（左）

学生運営
事務局を
ねぎらう
西尾総長
（左端）

盛り上がったオープニングセレモニー

21年４月の
「パートナーサミット」に
出演した「a-tune」 阪大ニュースフラッシュ Osaka University  News Flash

大阪大学CiDERは、感染症に関する社会的
課題解決に取り組み、基盤的研究成果創出を

通じて持続可能な社会に貢献します

詳
細
は
こ
ち
ら

https://www.cider.osaka-u.ac.jp
https://sdgs.osaka-u.ac.jp/expo2025/
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学生時代の思い出の1つに、学祭を
挙げられる方も多いのではないで
しょうか。大阪大学の学祭といえば、
毎年11月に開催されるまちかね祭で
す。1960年まで行われていた「体育
文化祭」が「大学祭」に改められ、
1996年、公募により「まちかね祭」
と名づけられました。
ここで、13年前、2009年のまち

かね祭を振り返ってみましょう。50
回目という節目を迎えたこの年のま
ちかね祭は、メインストリートを中
心に80を超える模擬店や、様々な館
内・屋外企画、ステージ企画等で大

変な盛り上がりを見せました。当時、
学生として出展・出演されていた方
もいらっしゃるのではないでしょう
か。3日間に及ぶまちかね祭を締め
くくるフィナーレでは、笑いの祭典
「O-1グランプリ2009～オオサカ　
オワライ　オレガ　イチバン～」、
「Miss&Mr.阪大 CONTEST2009」
等が行われ、大盛況となりました。
昨年11月には、62回目となるまち

かね祭が2年ぶりに開催されました。
公募により決定したテーマは「お待
ちかね！」。万全のコロナ対策を行っ
たうえで開催されたまちかね祭では、

バンドのライブや寄席をはじめ、例
年どおり様々な企画が行われ、多く
の方々にご来場いただきました。今
年もまちかね祭で学生たちの元気な
姿を見ていただけましたら幸いです。

2009年に開催されたまちかね祭
の様子は大阪大学公式Youtubeチャ
ンネルからご覧いただけます。

2
0
2
1
年
6
月
26
日
に

「
欧
州
同
窓
会
オ
ン
ラ
イ
ン

交
流
会　
2
0
2
1
夏
」
を

開
催
し
、
イ
タ
リ
ア
在
住
の

本
学
卒
業
生
、
切
手
崇
博
さ

ん
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
前
後
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
社
会
の
変
化
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
2
0
2
1
年
10
月

30
日
に
は
、
北
米
同
窓
会
総

会
と
市
民
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。
飯
田
ク

ラ
イ
ン
安
紀
子
北
米
同
窓
会
会
長
の
挨
拶
に

始
ま
り
、
一
般
向
け
の
市
民
講
座
で
は
「
北

米
で
受
け
継
が
れ
る
〝
日
本
の
文
化
〞
」
と

題
し
、米
国
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、バ
ッ
フ
ァ

ロ
ー
日
本
人
会
の
和
太
鼓
グ
ル
ー
プ
の
今
澤

な
な
え
さ
ん
、
本
学
卒
業
生
で
ス
タ
ン
ダ
ッ

プ
コ
メ
デ
ィ
ア
ン
のSaku Yanagaw

a

さ

ん
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
イ
ベ
ン
ト
と
も
、オ
ン
ラ
イ
ン
の
メ
リ
ッ

ト
を
活
か
し
、
世

界
中
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
卒
業
生
を

は
じ
め
、
多
く
の

方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
盛
況
の

う
ち
に
終
了
し
ま

し
た
。

スの食堂における人気メニューへの
投票や思い出等を募集し、イベント
当日にキャンパスごとの人気メニュー
のランキング発表を行いました。卒
業生の皆様や食堂の方々からいただ
いた思い出やエピソードも紹介し、ご
視聴いただいた方々からは、「懐かし
い」「久しぶりに思い出の味を食べた
い」「子供と一緒に食べに行きたい」
といった感想をたくさんお寄せいた
だきました。この他、一昨年オープ
ンしたグローバルビレッジや、昨年
開校した箕面新キャンパスの紹介動
画も配信し、日本のみならず、海外
からも多数ご視聴いただくことがで
きました。世界中どこにいても大阪
大学を身近に感じていただけたので
はないでしょうか。2022年も、皆
様にお楽しみいただけるイベントを
企画して参りますので、どうぞお楽
しみに！

T O P I C S

ノーベル賞クラスと目される研究者に値する栄誉！

今年もオンラインで！世界中どこからでもつながっています！

岸本忠三元総長及び平野俊夫前総長が 
「クラリベイト引用栄誉賞」を受賞！

「大阪大学ホームカミングデイ２０２１ 
～大阪大学の集い＠オンライン～」を開催しました

2021年11月7日に「大阪大学ホー
ムカミングデイ2021～大阪大学の集
い＠オンライン～」を開催しました。
新型コロナウイルス感染症拡大防

止のため、阪大ファミリーが集うイ
ベント「ホームカミングデイ」と「大
阪大学の集い」を一体化し、昨年度
に引き続き、オンラインで開催した
ものです。
西尾総長による「大阪大学の近況

報告」、岸本同窓会連合会会長からの

2021年9月に、「クラリベイト引
用栄誉賞」が発表され、岸本忠三元
大阪大学総長（大阪大学免疫学フロ
ンティア研究センター特任教授）及
び平野俊夫前大阪大学総長が受賞者
に選ばれました。
この賞は、クラリベイト社が同社

のデータベースをもとに、論文がど
の程度引用され、学術界にインパク
トを与えたのかなどを考慮し、ノー

「あいさつ」に加え、「コロナ禍にお
ける大阪大学の社会貢献」をテーマ
に、大阪大学の5人の教員が、感染
症総合教育研究拠点のことや、社会
経済活動への貢献、新型コロナウイ
ルスに対するワクチン開発、医学部
附属病院におけるコロナ対策や、新
型コロナワクチンの大規模接種等に
ついて講演した動画を配信しました。
また、「各キャンパス食堂巡り」と題
した企画では、事前に、各キャンパ

詳細はこちら

西尾章治郎総長 感染症総合教育研究拠点
松浦善治拠点長

医学部附属病院
土岐祐一郎 病院長

安全衛生管理部
山本　仁 副部長

医学系研究科
中神啓徳 寄附講座教授

感染症総合教育研究拠点　
大竹文雄 副拠点長

左：岸本元大阪大学総長
右：平野前大阪大学総長

ベル賞クラスと目される研究者を選
出するもので、ノーベル賞と同じ研
究分野（医学・生理学、物理学、化
学、経済学）において影響力のある
研究者が毎年特定されています。
岸本元総長と平野前総長の受賞分

野は「医学・生理学」で、受賞理由
は、「インターロイキン -６（ IL-6）
の発見とその生理的・病理的作用機
序の解明により、医薬品の開発に貢

献した功績」です。IL-6は世界中で
猛威を振るっている新型コロナウイ
ルス感染症肺炎の重症化に関与して
いることでも知られています。IL-6
を抑えて血管障害因子の産生を抑制
することで、新型コロナウイルス感
染性肺炎の重症化抑制につながると
いう、重症化の仕組み解明にもつな
がっています。

プチコ
ラム

同窓会ニュース Alumni News

「大阪大学同窓会連合会」のご案内
大阪大学同窓会連合会は、各学部や研究科ごとに組織
される同窓会をはじめ、各種同窓会の発展に寄与する
とともに、同窓会相互の交流、連携を推進することによ
り、卒業生等の交流、親睦を図り、併せて大阪大学との
連絡を緊密にし、広く社会に貢献することを目的に、平
成17年7月25日に設立されました。
総合大学のメリットを最大限に活かした「オール阪大」
としての人的ネットワークの構築を進め、大学と社会

との連携を強化し、大阪大学の一層の発展と全同窓生
の社会での活躍に資するために次の活動を行います。

氏 名： 阪 大 太 郎

入会年：2021

欧州同窓会・北米同窓会 
オンラインイベントを開催

大阪大学公式 
Youtube 
チャンネル

① 部局同窓会相互の交流、連携の推進
② 新たな地域同窓会及び職域同窓会などの 

 各種同窓会設立の支援
③ 卒業生等と大阪大学との連携の促進
④ その他、本会の目的に沿った事業活動

詳細はこちら

まちかね祭学生生活の楽しみの一つ、 を振り返る

https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/alumni/news/event/hcd2021
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/alumni/AAF_OU/top
https://www.youtube.com/watch?v=Ab4tg29FYb8


発行月／2022年3月
編集・発行／国立大学法人大阪大学共創推進部社会連携課卒業生係

〒565-0871 大阪府吹田市山田丘2-8　 TEL 06-6879-7197

国立大学法人
大阪大学／

三井住友VISAカード

詳細はこちら

大阪大学と大阪外国語大学の卒業生、教職員、元教職員だけが持つことの
できる、「大阪大学ファミリー」のための特別な１枚。国内外のVisa加盟店
で安全・便利に使えるVisaタッチ決済機能や、全国のコンビニなどでも、ス
マートフォンで、簡単・スピーディーにお支払いができる電子決済に対応！
会員限定のオリジナル特典も多数ご用意しております。また、ご利用金額の
一部は大阪大学と大阪大学の学生支援に使われます。母校との絆をつなぎ、
これからの生活をサポートするカードとして、ぜひご入会ください。

入会のお申込み方法や特典の詳細は大阪大学ホームページからご確認ください。https://www.osaka-u.ac.jp/sp/oucard/

大阪大学カード入会のご案内

大阪大学に関わる全ての皆さまを応援する「便利∩
楽しい∩イノベーティブ！」な大阪大学オリジナル公
式アプリです。卒業生・受験生など学外の方にもお使
いいただけます！阪大生のあり・をり・はべり・いま
そかりマガジン『まちかねっ！』など、
コンテンツが盛りだくさ
ん！無料でお使いいただ
けるマイハンダイアプリ
をぜひダウンロードくだ
さい！

大阪大学・大阪外国語大学を卒業・修了された方に、
生涯使えるメールアドレス 「XXXX＠alumni.osaka-u.
ac.jp」を提供しています。マイクロソフト社の正式ラ
イセンスに基づいて発行される、安心安全のアカウン
トです。このアドレスにはメールマガジ
ン【OUMail News】をはじめ、大阪大学
の最新のニュースやイベント案内などの
情報をお送りしています。末永くご活用
ください。

マイハンダイアプリ 「OUMail」生涯メールアドレス
～メールマガジンも届きます！～

詳細・申込方法は
こちら詳細はこちら 阪大「ワニ博士」休み時間の頃

大阪大学創立90周年・大阪外国語大学創立100周年 
記念式典及び記念講演

大阪大学は2009年5月から未来基金を設置し、学内外に向けて募金活動を行っております。
皆様方の温かいご支援を心よりお願い申し上げます。

未来基金 
サイトは
こちらから

日時：令和4年5月1日（日）
会場：大阪府立国際会議場（グランキューブ大阪）
大阪府大阪市北区中之島5-3-51

2021年に、大阪大学は創立90周年、大阪外国語大学は創立
100周年を迎えました。大阪大学では、「想い　つなげる　つむ
ぎあう」をスローガンに様々な記念事業を行いました。本年5月
1日（日）には、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から
延期しておりました記念式典及び記念講演を大阪府立国際会議場
（グランキューブ大阪）にて開催いたします。
なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大状況によっては、
開催内容に変更が生じる可能性もあります。

各種記念事業

https://www.osaka-u.ac.jp/sp/oucard/
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/campus/alumni/support/oumail
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/public-relations/MyHandai_app
https://www.osaka-u.ac.jp/ja/guide/special/anniversary2021/top
https://www.miraikikin.osaka-u.ac.jp



